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地球近傍天体の接近

規模のものですが、種々のサイズの NEO が地
球に落ちてくる確率については、（学者によっ
て多少見解が異なりますが）直径５㎞ほどの
小惑星の衝突は 1,000 万年に１回程度、直径
１㎞のもので 100 万年に数回、直径 10 ｍ程
度のものなら 10 年に１～２回。隕石の類なら、
大気中で燃え尽きるものを含めれば、年間数
千個もの星間物質が地球に落ちているといわ
れています。

また、2011 年９月と 10 月にアメリカの大
気観測衛星「UARS」の破片（532g）とドイ
ツのＸ線天文衛星「ROSAT」の破片（1.6 ﾄ
ﾝ）が落ちてきて話題になったように、地球か
ら 300 ～ 1,000㎞の低軌道を飛んでいる 2,500
個以上の人工衛星とその他のスペースデブリ

（宇宙ゴミ−人工物の破片）が地上に落ちてく
る可能性もゼロではありません。小型の衛星
レベルの比較的大きなものでも、週に１～２
個は落下しているといわれているのです。

それに対して、現在のサーベイチーム（米・
オハイオの LONEOS、アリゾナの Catalina 
Sky Survey、カリフォルニアの LINER，ハワ
イの Pan-Star､ 日本の美星スペースガードセ
ンター等）が現在発見できるのは、PHA の直
径 45 ｍ以上が限界。それ以下のサイズでは無
理だといわれています。一つの望遠鏡で観測
できる面積はごく限られていて、しかも、夜
の月が明るくない時だけしか観測できないの
で、あらゆる方向から猛スピードで地球に飛
び込んでくる小さな PHA（たとえば、ロシア
に落ちた隕石は、ピストルの弾の 30 倍の速さ
の時速６万 5,000km で大気圏に突入した）を
全部捕捉するのは物理的に無理なのです。ま
た、もしある NEO の突入を事前にキャッチで
きたとしても、それで地球への衝突が防げる
わけではないのです。

任意の１年で、隕石の落下で１人が命を落
とす確率は、最大で 250 万分の１ぐらいだと
いわれます。大方の宝くじに当る確率と同じ
くらいのものです。ですから、（ロシアの被災
者には哀悼の意を表しつつも）何時も空を見
上げて心配をしている必要はないのですが、
しかし、今日一日空から何も落ちて来ずに無
事に過ごせることは、とても有難いご守護で
あることには違いないのです。

今年の２月 16 日の夕刻に、「2012 DA14」
と名付けられた小惑星が、地球からわずか
２万 7,000㎞（月までの距離の 1/14、静止衛
星の軌道より内側）を通過しました。この小
惑星は直径約 45 ｍの球状で、重さが推定 13
万ﾄﾝ。NASA（米・航空宇宙局）はこの接近
について “ 危機一髪だったが地球に衝突する
ことはない ” と言っていましたが、これほど
大きな天体がここまで地球に接近したのは、
1991 年に地球に近づく小惑星の観測が始まっ
て以来初めてのことでした。

小惑星はこれまでに約 40 万個発見されてい
ますが、その中、NEA ＝ Near-Earth Aster-
oid（地球近傍小惑星）と呼ばれる地球に接近
する可能性のあるものが 5,000 個以上ありま
す。さらに、その中、地球に衝突すると壊滅
的な大災害をもたらす直径が１㎞以上のもの
が約 700 個見つかっていますが、まだ未発見
の同じような NEA が 70 ～ 80 個はあるので
はないかと推測されています。

また、サイズが 150 ｍ以上で地球に 0.05
天文単位（約 748 万㎞）以上近づく NEA は
PHA ＝ Potentially Hazardous Asteroid（潜
在的に危険な小惑星）と呼ばれ、これが現在
900 個ほど発見されています。このサイズの
小惑星でも、落下すれば地球全体に被害が及
ぶ危険性があるのですが、これまでに発見さ
れた 900 個というのは、推定される PHA の
総数からすれば未発見に近い状態だともいわ
れています。

また、その他の小惑星以外の地球をかすめ
て通過する彗星などの天体を含めて NEO ＝
Near-Earth Object（地球近傍天体）と呼んで
いますが、PHA よりサイズの小さい NEO な
ら落下しても大丈夫かというと、そうではあ
りません。今年の２月 15 日にロシア中部ウラ
ル地方のチェリャビンスク州周辺に落下した
隕石は、直径約 17 ｍで重さ約１万ﾄﾝと推定さ
れていますが、地球の大気圏に突入した時の
エネルギーは数㌔ﾄﾝで、小型の核兵器が爆発
したのと同等の威力を持っていたといわれる
のです。

このロシアでの隕石による被害は、1908 年
に同じロシアで起きた「ツングースカ爆発」
以降で最大なもので、いわば 100 年に１回の
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